




Current Status of Disaster Prevention Warehouse and 
Possibility of Disaster Prevention Education in Schools 







































































































































































































































































































































・体 育 科； 第5学年保健領域「けがの防止」けがの発生要因や防止の方法、
簡単な応急手当等









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7）  東洋経済『都市データパック』編集部：2020年 ｢住みよさランキング2020｣ 全国総
合トップ50．　https://toyokeizai.net/articles/-/356816?page=3．2020年9月1日取得





11）  文部科学省：「防災教育支援に関する懇談会（第6回）配付資料 > 資料6－3　防災
教育支援に関する懇談会 中間とりまとめ（案）」．https://www.mext.go.jp/b_menu/
shingi/chousa/kaihatu/006/shiryo/attach/1367196.htm．2020年9月1日取得．
12）  東京都福祉保健局：災害時医療救護活動ガイドライン （第2版）．2019．P.3.
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防災倉庫の現状と防災倉庫を活用した学校での防災教育の可能性■
付録1　市町村の指定避難所に対する役割
　防災基本計画6）には、指定避難所の指定、周知、その規模や構造、必要な
施設や設備、備蓄等市町村の役割にも言及し、詳細が示されているが、ここ
では、学校施設並びに施設・設備、備蓄について記載している項を抜粋し掲
載する。
○市町村は，学校を指定避難所として指定する場合には、学校が教育活動の
場であることに配慮するものとする。また、指定避難所としての機能は応
急的なものであることを認識の上、指定避難所となる施設の利用方法等に
ついて、事前に教育委員会等の関係部局や地域住民等の関係者と調整を図
るものとする。 
○市町村は、指定避難所となる施設については、必要に応じ、良好な生活環
境を確保するために、換気、照明等の施設の整備に努めるものとする。
○市町村は、指定避難所において貯水槽、井戸、仮設トイレ、マンホールト
イレ、マット、簡易ベッド、非常用電源、衛星携帯電話等の通信機器等の
ほか、空調、洋式トイレ等、要配慮者にも配慮した施設・設備の整備に努
めるとともに、被災者による災害情報の入手に資するテレビ、ラジオ等の
機器の整備を図るものとする。 
○市町村は、指定避難所又はその近傍で地域完結型の備蓄施設を確保し、食
料、飲料水、常備薬、炊き出し用具、毛布等避難生活に必要な物資等の備
蓄に努めるものとする。 
○市町村は、指定避難所となる施設において、あらかじめ、必要な機能を整
理し、備蓄場所の確保、通信設備の整備等を進めるものとする。 
付録2　聞き取り調査内容
　A市職員の同行を得て学校、地域、市役所の防災倉庫の視察及び災害安全
（防災）教育担当教師に聞き取り調査を行ったので、報告する。同行者は A
市危機管理課職員3名（うち2名は専門職員）。
1．防災倉庫の視察
1.1．学校防災倉庫
　市内4中学校にコンテナ型屋外防災倉庫がある。1中学校に施設内防災倉庫
がある。
○中学校プール下施設内防災倉庫
・プール下防災倉庫は、正門を入ってすぐにあり、正面玄関への広い通路に
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面し、両開き扉で開口部が広い。
・室内には、換気扇、明り取り窓、室内電灯がある。
・NTT電話回線が配線され、電話機を繋ぐと災害用の電話として使用できる。
・倉庫内はかなり広く天井も高い。倉庫内周囲と中央部に防災資機材が天井
まである棚にぎっしりと整頓され積まれている。大型の資機材が多い。内
部通路も広く、作業がしやすいように防災資機材が配置されている。
・乾電池式人感センサーライトをつける予定である。
〇小・中学校倉庫型屋外防災倉庫
・家庭用の倉庫と比べると大きく強固な倉庫。
・換気口がある大型コンテナ。
・中学校は校舎横・運動場脇に、小学校では校舎から見える運動場に設置さ
れている。
・避難所開設時に必要な多くの防災資機材を備えているため、倉庫内奥一面
（長辺）に設置された棚には、食糧等が整理されぎっしりと空間を埋める
ように収納されている。倉庫手前のスペースには大型資機材（リヤカーや
はそり等）があり、人が二人ほど入る作業スペースは確保されているもの
の、棚奥に保管されている資機材が一目で確認できない。
・防災資機材一覧表が扉裏に掲示されている。
　防災資機材の品目・数量が多く、必要資機材を取り出そうとするときには、
探す・取り出すための時間を要すると思われた。視察時には、新たな品目の
検討もされており、「もう少し備蓄品をこの倉庫には入れる予定だ。」と、市
職員からの説明があった。
　災害安全（防災）教育として使用するためには、フェーズに応じ順序だて
た収納とし、防災資機材配置図の作成倉庫内に掲示が必要である。
1.2．地区防災倉庫
　防災倉庫には地区が市の補助金を得て整備しているものがある。
視察地区の特徴：A市を通る鉄道（市内の駅は2つ）の駅近くで、高層マン
ションと戸建と学校を有する住宅地。
○地区防災倉庫
・防災倉庫は集会所玄関前に大型の倉庫型防災倉庫が3基あり、鍵は集会場
事務員と区長が持っている。
・何かあれば、被害が及ばなかった防災担当住民が駆け付けることになって
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いる。
・防災倉庫には、それぞれ A・B・Cと表示されている。Aは工具、Bは食
品、Cは避難所開設用品が備蓄されており、鍵にも倉庫にもアルファベッ
トが書いてあり、防災担当者しか中身がわからない。
○防災倉庫を管理する地区長からの聞き取り内容
・チェンソーとか使わない、発電機も普段使っていない。この前使ったけど
調子が悪い。発電機はライト1つ分くらいしか使えないもので、工具はいつ
買ったか、誰が買ったか、何に使うかわからない（ツルハシ、スコップ、
土のう袋）ここでは水害もないから要らない。
・夜の災害時の開錠は、車でここまで来て、ヘッドライトで照らす。危険な
のはここに来るまでの電柱の折れ曲がり、塀の倒壊、橋が落ちることぐら
い。
・担架は重い。使いにくい。この前1回使った。
・年に1回棚卸をし、点検している。食糧は下に賞味期限が長いものを置いて
いる。はそりよりカセットボンベの方がいい。使いやすい。食糧は1000人
分備蓄している。人口は2500世帯4000人以上。誰にどう配るのかが分から
ない。行政区で買ったものだから、食糧を違う地区の人が避難してきたと
きにも配るのか。配ると思うけど地区住民から文句が出ると思う。避難し
てきた人は食糧があると皆もらえると思う。
・食糧をどういう風に分けるのか、避難所開設時にどういう風に避難された
人にいてもらうかもわからない。
・準備している食糧はα米と水、シンプルなのが管理しやすい。
・外国人の方が1～2割。生活の仕方が違うので心配している。
・この地区には、スーパーボランティアがいる。その人の話を聞いている。
・市がバスを仕立ててくれたら、被災地の現地視察に行ってみたい。
・自助が大切。隣三軒の小さいコミュニティでコミュニケーションを取って
もらいたい。なるべく、避難所に来ないで自助して欲しいがどうしたらい
いのか分からない。
・マンションは防災委員がいて、進んでいるから安心。
　区長の話に対して、市の職員からの小学校・マンションの支援情報の提供
がなされた。
○提供された情報
・小学校では、運動場を駐車スペースとし、オートキャンプ場にように避難
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者を受け入れる予定。
・指定避難所として、特別教室を使うが教室は使わないようにするらしい。
・マンションは空き部屋に避難住民を入れたり、集会場を開放したりする準
備をしている。
　
　地区長の責任感と不安感に市の職員が他施設の支援情報等を提供する場面
もあり、防災は「顔の見える関係つくり」と言われることが多いが、顔の見
える環境と情報の共有がなされている状況がうかがえた。
1.3．市役所防災倉庫
　市役所敷地内に2か所の防災倉庫があり、指定避難所等に防災資機材の不
足が生じた時に供給する等、防災資機材の要となる防災倉庫。一か所は建物
内倉庫で2階にある。もう、一か所は駐車倉庫のような広い簡易な建物。
〇市役所防災倉庫
・建物内防災倉庫には食糧やおむつ等段ボールやケース等で保管できる資材
が棚に整理され天井近くまで保管されていた。棚の間には通路があり、通
路毎、棚毎に何が保管されているのか表示されていた。
・防災倉庫が2階のため、小型のエレベーターが設備されていた。
・もう一か所の簡易建物の防災倉庫には、器具・工具等市内の住民支援に必
要な細かな防災資機材がきちんと整理され備蓄されていた。
・使用した資機材は洗浄され乾かしてあり、日常に使い、非常時にも使える
ように保管されていた。
　防災備蓄品の保管状況から、必要な防災資機材は日常にも使用している状
況が見られた。それは、それら備蓄してある防災資機材が市職員の何人かが
使えるということ、日常的に使用していることから点検・整備され、いつで
も使える状態になっていると推察できる。また、施設内防災倉庫には、エレ
ベーターがあり、非常電源を使えば、停電時でも迅速に防災資機材が屋外に、
被災者のもとに届けられる状況であった。これだけ多くの防災資機材を管理
することは容易ではなく、専門職員を配置している A市の防災活動の姿勢が
うかがわれる。
2．災害安全（防災）教育担当教師聞き取り
　学校で防災倉庫を利用しての災害安全（防災）教育を考えるにあたって、
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現在の防災教育の実施状況、防災倉庫の鍵の保管状況、防災倉庫の使用状況
について、担当教師に聞き取りをしたので報告する。
2.1．小学校　災害安全（防災）教育担当教師の聞き取り
・年3回の避難訓練の計画をしている。（4月：避難経路の確認・9月休み時間
に自分たちで運動場に避難すること・1月教室から運動場へ（煙道訓練））
地震と火災を想定している。
・その目的は、自分の命を守ること。事前学習1時間、加えて月1回の朝の15
分スキルタイムで、言語活動・体に関する学習・非常時の身の動かし方、
クイズや話をする。
・6年間教師をやっているが、今年初めて防災倉庫の中を一度見た。それは、
担当者になったこと、市から防災倉庫の中身で高価なものがちゃんとある
か確認して欲しいという要請があったことから。
・鍵は職員室のキーボックスにあるが、多分他の職員は知らないと思う。
・学習指導要領に合わせて授業を行っている。授業時間の確保が大変。学習
指導要領に掲載されたらやる。
2.2．中学校災害安全（防災）教育担当教師の聞き取り
・避難訓練は年に2回～3回。内容は、避難経路の確認、抜き打ち避難（生徒
だけ避難）、消防体験（煙道訓練）。
・避難訓練の目的は、自分の命を自分で守ること。
・防災に関する情報の収集については、災害の被害があったことの話をする
ぐらいで、テレビ等の情報を話題としている。
・防災倉庫はあるが、生徒の目に触れるという意識はない。
・鍵はキーボックスにある。
・防災倉庫は、防災訓練の時に、はそりを使用して子どもに話をするくらい
の活用。
・防災教育の実施については、授業時間の確保が最優先で時間がない。
　教師からの聞き取りでは、教科教育が優先され、災害安全（防災）教育が
形骸化されているように感じた。そこには、防災を専門とする教師はいない
こと、災害の知識や防災訓練の指導方法等の理解不足があると思われる。児
童生徒に指導する情報においても、報道に頼っている状況がみられた。加え
て、担当教師が災害を自分事として考えている様子はみられず、連続的に行
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われてきたこれまでの防災訓練を連続的に実施しているように感じられた。
学校が主体的に災害安全（防災）教育を行う必要を強く感じた。
付録3　小学校・中学校における教科ごとの災害安全（防災）教育の提案
〇小学校
・家庭科：「衣食住の生活」の内容として、衣食住を通して避難所での生活を
考えさせる。「食生活」分野では調理の基礎技能を身に付ける折に、大量加
熱用調理器具（はそり）が防災倉庫に備蓄され大人数の調理に活用するこ
とを知る。「衣生活」では季節や状況に応じた日常着の快適な着方や手入
れ、「住生活」では季節の変化に合わせた住まい方、整理・整頓や清掃の仕
方等、「衣住生活」においても避難所生活もイメージさせながら考えさせ
る。防災倉庫には、避難所生活を支援する防災資機材が備蓄されているこ
とを知る。それらを工夫活用することを知る。加えて、防災訓練等避難所
体験を通し「衣食住」について体験的に学ばせる。
〇中学校
・保健体育：（保健分野）救急法の実習に先立ち、自他の安全確保、二次災
害の防止、人命救助、応急手当等一連の災害安全の流れを理解させ、防災
倉庫の防災資機材がどの段階で使えるか考えさせ、実際の資機材を触らせ
る（衛生材料等は見学させるか、もしくは使用期限が切れて交換をする際
に見せ、使い方の説明を受けさせる等体験的学習をさせる）。
・家庭科：「衣食住の生活」の内容として、「食生活」で食事の役割や栄養、
日常食の調理と地域の食文化では、はそりを使った調理方法を知る。「衣生
活」で衣服の選択と手入れや布を用いた製作で避難時の衣服や布の応急的
活用を知る。「住生活」で住居の機能と安全な住まい方において、避難所生
活での安全快適な住まい方を考えさせる。加えて、防災訓練等避難所体験
を通し「衣食住」について体験的に学ばせる。
〇学校行事や特別活動での防災倉庫の見学
・テ ー マ：防災倉庫の探検（小学校・中学校共通）
　目　　的： 自分の学校にある防災倉庫の位置、役割を知る。防災倉庫に備
蓄されている防災資機材を知る。防災資機材それぞれの使途・
備蓄数を知る。収納方法を知る。
　学習内容： 自校の防災倉庫を見学する。市が HPに掲載している「防災資
機材集計表」から、自校の情報を見つけ出し、備蓄品とその備
蓄数を知るとともに、どのように収納されているのかを知る。
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その防災資機材がどのフェーズで、どのような目的で使えるか
を考える。
・テ ー マ：防災倉庫の防災資機材を使ってみよう（小学校・中学校共通）
　目　　的： 大規模地震災害の被害を知り、災害後の時間経過とともに被災
者の置かれた状況が変化することを知る。それぞれのフェーズ
により支援に必要な防災資機材が異なることを理解する。
　学習内容： 大規模地震の概要説明を受ける。被害状況の想定の説明を受け
る。地震後の被災者の生活をイメージできる。時間経過ととも
にその状況が変化することが理解できる。それぞれのフェーズ
でどの防災資機材を使って、何をするかを考える。実際に防災
倉庫の防災資機材見て、触れる。それぞれのフェーズがどのよ
うな状態なのか、選んだ防災資機材をどのように使うのか説明
できる。
